










「県大キャンパスについて友達と語りたい」「クチコミサイトにはよく投稿するほうだ」、「表現活動は面白い」、

「県大周辺にはおもしろい場所がある」「地域を探検することはあまり好きでない（逆転項目）」、「写真で何かを

表現することに興味がある」、「県大周辺のことを世界に発信したい」、「コンテンツ制作はあまり好きでない（逆

転項目）」、「県大周辺には何もない（逆転項目）」、「県大周辺のことをもっと知りたい」は 1%水準で有意差があ

った。「地域からの情報発信に参加したい」、「携帯電話を使って情報を発信したい」は5%水準で有意差があった。

「県大キャンパスにも隠れた魅力がある」は10%水準で統計的傾向があった。 
 
 
 

表1 マッピングサイト利用前後の変化（全項目） 
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表2 回転後の因子負荷量 

 
 

 次にこの 14 項目について、Pre-Test および Post-Test に主因子法による因子分析を実行（バリマックス回転）

し、後続因子と固有値の差を因子数決定の一つの目安として、解釈可能な４因子解が採用された。この因子によ

る累積寄与率は、66.55%であった。Post-Testの因子負荷量を表2に示す。 
 それによると、第１因子は、「県大周辺にはおもしろい場所がある」、「県大キャンパスには何もない（逆転項目）」、 
「県大キャンパスにも隠れた魅力がある」の３項目で構成されている。これらの項目の内容から埼玉県立大学の

イメージを表したもので「埼玉県立大学のイメージに関する因子」と命名した。 
 第２因子は、「地域を探検することはあまり好きでない（逆転項目）」、「県大周辺には何もない（逆転項目）」、

「県大周辺のことをもっと知りたい」の３項目で構成されている。これらの項目の内容から地域への興味や関心

を表したもので「地域への関心に関する因子」と命名した。 
 第３因子は「携帯電話を使って情報を発信したい」、「県大周辺のことを世界に発信したい」、「地域からの情報

発信に参加したい」、「県大キャンパスについて友達と語りたい」の４項目で構成されている。これらの項目の内

容から、情報発信への興味や関心を表したもので、「情報発信意欲に関する因子」と命名した。 
 第４因子は「表現活動は面白い」、「写真で何かを表現することに興味がある」、「クチコミサイトにはよく投稿

するほうだ」、「コンテンツ制作はあまり好きでない（逆転項目）」の４項目で構成されている。これらの項目の内

容から表現意欲を表したもので、「表現意欲に関する因子」と命名した。 
 今回のプロジェクトのアンケート項目が、①埼玉県立大学のイメージに関する因子、②地域への関心に関する

因子、③情報発信意欲に関する因子、④表現意欲に関する因子の計４因子によって構成されていることが分かっ

た。さらにこの４因子について、実験の前後で変化があるかどうかを検討した（図2参照）。 
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図2 マッピングサイト作り前後での変化 

 
3.5 考察  

 
 第１因子「埼玉県立大学のイメージに関する因子」の質問項目は、「県大周辺にはおもしろい場所がある」、「県

大キャンパスには何もない（逆転項目）」、「県大キャンパスにも隠れた魅力がある」である。これらの項目につい

てプリテストとポストテストの間で、「県大周辺にはおもしろい場所がある」、「県大キャンパスには何もない」は

1%水準で有意差があり、「県大キャンパスにも隠れた魅力がある」は、10%水準で統計的傾向があることがわか

った。また、３項目のデータを集計して、前後の平均値でみてみると、プリテストの平均が2.60で、ポストテス

トの平均が3.41である。 
 「埼玉県立大学のイメージに関する因子」は、４因子の中で一番の伸びを示している。このような結果になっ

た理由としては、日常的に、学生たちの行動範囲は限られた中でパターン化しており、よほどの事が無い限りは

探索するという行動をとることはない。このため、実際に探索してみると、大学内、そして大学周辺に様々な物

があることを発見し、これまでの「何もない」というイメージが大きく変容したと考えられる。 
 こうしたGPS付携帯電話を使ったマッピングサイトを作り上げる過程が、探索するという行動を喚起するきっ

かけになると考えられる。埋もれた地域の魅力を再発見しようという取り組みが全国で行われているが、本シス

テムと連動させることにより、地域再発見行為がそのままコンテンツ化できるというメリットがある。 
 第２因子「地域への関心に関する因子」の質問項目は、「地域を探検することはあまり好きでない（逆転項目）」、

「県大周辺には何もない（逆転項目）」、「県大周辺のことをもっと知りたい」である。これらの項目についてプリ

テストとポストテストの間で、1%水準で有意差があることがわかった。また、３項目のデータを集計して、前後

の平均値でみてみると、プリテストの平均が2.41で、ポストテストの平均が3.13である。 
 このような結果になった理由として、学生が大学の周辺を探索するような機会がなかった結果だと考えられる。

普段の生活においては、通学時に通学路の近くを寄り道することがあったとしても、大学を中心として地域を探

索することはないからである。 
 今回、実験を通して地図という上空から埼玉県立大学を見るという行為や、自分達が行った場所がマッピング
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されるという体験により、新たな認知地図を学生が獲得したのではないかと考える。結果として、通学路以外の

場所である「大学を中心とした周辺地域」に対しても関心を持つ結果になったと考える。 
 第３因子「情報発信意欲に関する因子」の質問項目は、「携帯電話を使って情報を発信したい」、「県大周辺のこ

とを世界に発信したい」、「地域からの情報発信に参加したい」、「県大キャンパスについて友達と語りたい」であ

る。これらの項目についてプリテストとポストテストの間で、「県大周辺のことを世界に発信したい」、「県大キャ

ンパスについて友達と語りたい」は1%水準で有意差があり、「携帯電話を使って情報を発信したい」、「地域から

の情報発信に参加したい」は、5%水準で有意差があることがわかった。また、４項目のデータを集計して、前後

の平均値でみてみると、プリテストの平均が2.49で、ポストテストの平均が2.91である。 
 今回のプロジェクトに参加する以前は、携帯電話は、個人同士のコミュニケーションツールにとどまっていた

と考えられる。しかし、簡単に携帯電話を用いた地域からの情報発信が可能であることに気づいた。さらに地域

には「何もない」と思っていたものが、実際に探索しマッピングサイト作りを体験することによって地域の様々

なものを発見したため情報発信意欲が向上したと考えられる。 
 第４因子「表現意欲に関する因子」質問項目は、「表現活動は面白い」、「写真で何かを表現することに興味があ

る」、「クチコミサイトにはよく投稿するほうだ」、「コンテンツ制作はあまり好きでない（逆転項目）」である。こ

れらの項目についてプリテストとポストテストの間で、1%水準で有意差があることがわかった。また、４項目の

データを集計して、前後の平均値でみてみると、プリテストの平均が2.63で、ポストテストの平均が3.15である。 
 今回参加者は、携帯電話で写真撮影して投稿することにより、瞬時にコンテンツができあがる仕組みを体験し

た。これによって、個人の投稿が結果的に地図上に大きなコンテンツとしてできあがっていく様子も見ることに

なった。このプロセスにおいて、個々人が投稿したものが結果的に地域を再発見するというマッピングサイトと

なって形作られていくことで、表現することの楽しさを感じたのではないかと考えられる。 
 地域を歩き、情報収集を行うことが新たな発見をし、意味をもつと考えられる。さらに、携帯電話というメデ

ィアが、地域住民の行動を喚起し、情報発信を誘発する要素になる可能性があるのではないかと考えられる。 
 なお、「調べ学習」により「地域への関心」や「表現意欲」が向上するという研究も行われているが8)、本論文

で示しているような「情報発信意欲」が向上することには至らないと考える。携帯電話を利用して個人が写真を

撮り投稿するという行為が自動的に地図上にマッピングされ、全体のコンテンツをつくりあげるということにな

る。この事により、自分以外の投稿者や閲覧者からのフィードバックが得られ、新たな投稿へと向かう意欲に繋

がると考えられる。 
 
４. 結論 

 

高速通信ネットワークというインフラ整備が進むなかで、誰でもが簡単に意味のある地域コンテンツを作れる

仕組みを構築できないかと考えた。本研究では、すでに90％以上の普及率をもつ携帯電話に注目した。携帯電話

で、各人が地域の物や生物を撮影しGPS情報とコメントを付けて送信するだけで、マッピングサイトを作成でき

るシステムを構築し、「あしあと.jp」と名づけた。 

本研究は、その「あしあと.jp」を利用することで、利用者にどういう心理的効果をもたらすことができるのか

を実験的研究によって明らかにしようと試みた。実験の場として選んだのは、埼玉県立大学である。都心から離

れ、田園風景の中にある大学である。 

 参加した学生31名は、埼玉県立大学内と大学周辺を探索し、興味を抱いた物や生物を撮影しコメントを付けて

送信した。これによって、埼玉県立大学と大学周辺について174枚の写真とコメントで構成されるマッピングサ

イトが完成した。 

 投稿後、マッピング位置、コメント修正などを行い、また他投稿者の投稿を見てもらった。これらの作業前 

と後で、アンケート項目に回答してもらった。その結果、このマッピングサイト作りに参加することで、次の 4

点が有意に上昇したことがわかった。 

 

 ①埼玉県立大学のイメージ 

 ②地域への関心 

 ③情報発信意欲 

 ④表現意欲 

 

 ①埼玉県立大学のイメージと②地域の関心が上昇した点については、日常的に、学生の行動範囲やパターンは
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決まっており、日ごろ行かない場所を探索し情報を投稿し共有することによって、学生の認知地図が変容したこ

とが背景にあると思われる。 

 また、③情報発信意欲④表現意欲についても携帯電話で撮影してコメントを付けて送信するという単純で簡単

な作業を多くの「個人」が行うだけで、結果的に大きなダイナミックなコンテンツを創造できるという表現の体

験が、「情報発信意欲」「表現意欲」を向上させたものと考えられる。 

 以上のことから、マッピングサイト作りに住民が参加する行為は、地域情報化や地域活性化という点において

いくつかの可能性を秘めているといえる。それは、①パブリック・アクセス・テレビよりも、簡単に誰でも参加

できる、②地域再発見という認知レベルから、行ってみたいという行動レベルまで意識を喚起できる、③普及率

90％以上である携帯電話を利用することから、誰でもが気楽に参加できる、④たくさんの「個人」が簡単な作業

で、大きなコンテンツを作れるという協働や連帯の実感を共有できる、などである。 

 今後の課題として、今回、アンケート調査だけという１事例で結論を導き出す結果となったが、参与観察やイ

ンタビュー等と組み合わせての意識変化についての妥当性を高める必要があろうと考える。また、調査対象を大

学という限定された空間ではなく、もうすこし地域を広げた場所での実験が必要である。地域住民にとって有効

なツールにするためには、学生だけでなく、小学生からお年寄りまでが利用できるツールとしての実証実験を今

後行ないたいと考えている。 
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